
1．はじめに

子供たちが外で遊んでいると，転んでひざを擦りむいたり，
手をケガしたりといった擦り傷，切り傷が絶えない。このよう
なちょっとした傷は，放っておいても知らない間に自然と治っ
てしまう。骨折などの大ケガになると，病院に行って治療をす
る必要があるが，最終的にケガが治るのは，私たちが自然治癒
力，自己修復能力をもっているからである。人間や動物，植物
などの生物にとって自己修復能力は生まれながらにもっている
ものであるが，建物や自動車などの人工的な構造物にも自己修
復能力があれば，どんなに素晴らしいことであろう。
建物や自動車などに用いられる金属の表面には，環境から守
り，美しい外観を保つために各種のコーティング処理がなされ
る。コーティング処理の目的の一つは金属の腐食を防止するこ
とであるが，コーティングに傷が生じると，金属が環境にさら
され，腐食が生じてしまう。この場合，通常はコーティングの
補修あるいは塗り替えが行われるが，これらの人的な作業を必
要とせず，腐食反応が自然に止まる機能を有したコーティング
がある。自己修復性防食コーティングである。
本稿では，自己修復性防食コーティングの開発思想およびこ
れまでに行った開発例を紹介する。

2．金属の腐食と防食

金属が使用される環境中には，水分，酸素，各種イオンなど
が存在し，これらの因子が複合し，局部電池が形成されて，腐
食が生じる。一般的な水溶液中における金属の腐食反応は電気
化学反応として取り扱われ，アノード反応（金属の溶解反応）
とカソード反応（金属の溶解反応で生じた電子を消費する反応）
の組み合わせで起こる（図-1）。
水溶液中における金属Mのアノード反応（金属の溶解反応，

e－は電子）は以下のようにあらわされる。
M→Mn+＋ne－ （1）

酸素を含む中性の水溶液中ではO2の還元反応がカソード反応
となる。

O2＋2H2O＋4e－→4OH－ （2）
中性の環境で腐食が進行する場合は式（2）に示すようにOH－

が生成され，カソード面におけるpHが上昇する。自己修復性
防食コーティングによる防食では，このpH変化を利用するこ
とが開発の鍵となる。
図-1に示す金属表面に生じる腐食を防止する方法として，腐

食環境を制御する方法と材料側を制御する方法がある。腐食環
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図-1　金属の表面で生じる腐食反応
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要　　　　旨

防食コーティングは鉄鋼材料，アルミニウム合金およびマグネシウム合金といったさまざまな金属の腐食を防ぐための表面処理と
して広く用いられる。コーティングに要求される特性の一つに自己修復性がある。自己修復性防食コーティングにおいてはコーティ
ングが機械的に損傷，あるいは環境中の腐食因子によって腐食し，金属素地が露出した場合，損傷された表面はコーティング中の修
復剤によって，自動的に修復される。クロメート化成処理は自己修復性を有しているが，環境負荷の問題よりその使用が制限された。
本稿では自己修復性防食コーティングの開発例としてふっ素系自己修復性ポリマーコーティング，pH感受性修復剤による自己修復
コーティングについて概説する。
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